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コメント新規 

従来通り 

安心して安全にご使用いただくために… 

ヒットエアーマニュアル 

ヒットエアー概要 

使用方法 

使用前と再生後に必ずチェック 

メンテナンスチェック 

・穴が開いていない場合…未使用カートリッジボンベです、問題ありません。 
　　　　　　キーボックスにカートリッジボンベを取付けてご使用下さい。 

新品購入時に、カートリッジボンベとキーボックスに封印シールが無いもの、 
シールが破損（明らかに破れている）しているものは、カートリッジボンベを 
外してボンベの底部（ネジ部先端）に穴が開いていない事をご確認下さい。 

・穴が開いている場合…使用済空ボンベですので使用できません。 
　　　　　　　　　　 新しい未使用ボンベを取付けてからご使 
　　　　　　　　　　 用下さい 
 

ボンベの底に穴が開いている場合は使用で来ません 

キーボックスの赤いパーツ（赤ガード） 
が下にさがりキーボールが固定されて 
いない事をご確認下さい。  
赤ガードは再生の際にキーボールが正しく 
セットされた事を確認するためのパーツです。 
通常時は上げた状態でご使用ください。 

セッティングボルトが付いた状態では作動しません。  
必ずセッティングボルトは外してからご使用下さい。 

モデルによってカートリッジボンベのサイズ（容量）が異なります。 
カートリッジボンベシールの表示サイズ（容量）とキーボックスカバー裏側の 
ラベル表示が同じである事をご確認下さい。 
(モデルによってラベル表示が付いていない場合があります) 

※ラベル表示がない場合、サイズが不明の時は、 
　”交換用ボンベサイズ表”を参照下さい。 

※ラベル表示はモデルによって表示内容 
　が異なります 

表示が違う場合、破損の原因 
になります 

ボンベの底に穴が開いていないものは使用できます 

赤ガードを下げた状態で作動すると破損、誤作動の原因になります 
 

・結び目がないとワイヤーが抜けてエアバッグは膨らみません。 
・外装にこすれ傷、剥離、ヒビなどの異常を確認した場合は新しいものにお取り替え下さい。 

カートリッジボンベのねじ込みが緩いと誤作動の原因と 
なります 

キーボックス底にセッティングボルトが付いていない事をご確認 
下さい。セッティングボルトはキーボックス再生の際にキーボール 
取付け作業に使用するパーツです 

セティングボルト 

※未使用カートリッジボンベの取付けは、”キーボックス再生方法” 
　の手順に従って下さい。 

伸縮ワイヤーの取付けの際に、必ず結び目を付けて下さい。 
結び目は作動の際にワイヤーを抜けなくするストッパーの役割をします。 

擦れやほつれなど劣化している場合は、新しいものにお取り替え下さい。 
数年間使用しますと状況によって劣化する場合があります、１～２年で 
新しいものにお取り替えする事をおすすめします。 

CO2カートリッジボンベのシールにサイズ表示があります 

当社出荷時に未使用CO2カートリッジボンベと 
キーボックスに封印シールを付けています。 
（※キーボールが付いた状態） 

赤ガードが上げた状態である 
(B型のみ、Y型には付いていません) 

封印シールが正常（破損なく）に付いている 

モデル指定サイズ（容量）の 
CO2カートリッジボンベが付いている 

キーボックス底のネジ穴が見える 

伸縮ワイヤーが正しくセットされている 
取付け簡単！伸縮ワイヤー２ 

（セッティングボルトが付いていない） 

▶バックル型追加用伸縮ワイヤー、伸縮ワイヤー２ 

キーボックス 

※各自で再生した場合は付いていません 

エアーバッグジャケットを安心安全に、正しくご利用頂くために… 
当社は出荷時に検品を行っていますが、出荷後に何らかの問題が生じた場合など、また、各自で再生した場合に、 
安心してご利用頂くためにご確認ください。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

赤ガード 
(スライドカバー) 

CO2カートリッジボンベ 

キーボール 
キーボールが外れ 
ると作動します 

ご使用前に❶～❻について必ずご確認下さい！ 
◯正しいセットが行わてないと作動しない場合や誤作動の原因になります。 
◯一度作動したCO2カートリッジボンベは使用できません、必ず外して下さい。 
◯hit-air製CO2カートリッジボンベ以外は使用できません。 

作動後の再生は、必ず”キーボックス再生方法”の手順に従って下さい。 
空ボンベを付けたままのキーボール取付けは絶対におやめ下さい。 

ワイヤーループ、伸縮ワイヤーに劣化がないか？ 

・モデル指定サイズ（容量）のカートリッジボンベを装備。  
・カートリッジボンベのネジの緩み防止。 
・使用済空カートリッジボンベの取付け防止。 

必ず結び目を 
付け硬く結ぶ 

◯馬と共に転倒した場合など、ヒットエアー付ジャケットが一定の距離を離れない場合は作動しません。 
◯ヒットエアー付ジャケットは、膨張した気室（エアーバッグ）以外の場所は、衝撃緩和の効果はありません。 
◯ヒットエアー付ジャケットを着用し、下馬する際に、ワンタッチリリースの取り外しを怠り、一定の距離離れ、約30kg～ 
　35kgの力がかかった場合も、キーボールが抜け、作動しエアバッグが膨らんでしまいます。誤操作に十分注意して下さい。  
　誤操作防止のためワンタッチリリースの取付け・取外しは、馬に股がった状態で行うよう習慣付けましょう。 
◯ヒットエアー付ジャケット取扱時は、火気厳禁にして下さい。タバコ等が原因で、穴があいたり、破れたりした場合は使用で 
　きません。又、CO2カートリッジボンベを内蔵しておりますので、使用時、保管時ともに40℃以下での使用に限ります。 
◯一度作動したカートリッジボンベは使用できません。サイズ（容量）の合った未使用のものとお取り替え下さい。 
◯ヒットエアー付ジャケットは、乗馬の際に使用するもので、救命衣等、他の利用は出来ません。 
◯ヒットエアー付ジャケットを着用する場合は、下に着ている衣類の中に、突起物、鋭利な物は入れないで下さい、 
　着用前には必ず取り外して下さい。（例：ピン留めした名札、バッジ、ペン、ネクタイピン等）作動時及び、展開時に気室 
　（エアーバッグ）を傷つけ、正常に膨らまない場合や破裂することがあります。 
◯ヒットエアー付ジャケットに、針を通したり、エンブレム等の縫付けやアイロンの使用はおやめ下さい。 
　内部の気室を傷つけ、正常に展開しない場合があります。エンブレム等の取付可能な位置は取扱店にお尋ね下さい。 
◯ヒットエアーシステムは洗濯、クリーニングはできません。 

ヒットエアー（衝撃緩和保護システム)付ジャケットは、乗馬の際に上衣として着用します。 
アクシデントにより馬から〈一定の距離〉離れた瞬間に、キーボールが抜け、ヒットエアーに組み込まれたキー 
ボックスが作動して、カートリッジボンベより炭酸ガスが各気室に送り込まれ、瞬間的に膨張するようになって 
います。その膨張した気室が、人体と外部の接触物の間に入り、衝撃を緩和する仕組となっています。 
このような特性を持って人体各部への損傷を少しでも軽減出来る事を目的として作られたシステムです。 
「本製品は、着用していれば必ず安全である、又、安全を保証するというものではありません」 

伸縮ワイヤーの固定接続方法 

伸縮ワイヤーの長さ調節 

ワンタッチリリースの取付け方 

１.モデル指定のカートリッジボンベ 

２.カートリッジボンベ封印シール 

3.赤ガードが上げた状態 

4.ワイヤーループ、伸縮ワイヤーの劣化 

5.キーボックス底のネジ穴が見える 

6.伸縮ワイヤーが正しくセット 

エアーバッグシステム脱着方法 

キーボックスY型システム取付け 

キーボックスB型システム取外し 

キーボックスY型システム取外し 

取扱説明書PDF版 

エアーバッグジャケットの使用方法 

エアーバッグの再生方法 

伸縮ワイヤー 

ベスト／B型キーボックス 

ジャケット・ベスト・一体型／Y型キーボックス 

KeyBox B-type 

KeyBox Y-type 

KeyBox B-type 

対称モデル/ベスト：MC2, MC, JV, JS, D, J, 他 

対称モデル/ベスト：KM、 他 
対称モデル/ジャケット：FFE, FR, FR2、 他 
対称モデル/一体型エアバッグ：SV, SV2, LV、 他 

対称モデル: MLV, H-model, SKV, 他 
一体型エアバッグハーネス／B型キーボックス 

hit-airベスト(キーボックス／B型)のシステム取外し方法 
対称モデル/MC2, JV, JS,  他 
エアバッグシステム取外し・取付け方法 

hit-airベスト(キーボックス／B型)のシステム取付け方法 

hit-airジャケット・ベスト（キーボックス／Y型）のシステム取外し方法 
hit-airジャケット・ベスト（キーボックス／Y型）のシステム取付け方法 

対称モデル/KM, FFE, FR, FR2 

ヒットエアー購入時に附属されている取扱説明書です。紛失された方は、マニュアルＰＤＦ版をご利用ください。 

メンテナンスチェックとは、ウェアなどに、傷・破損が見当たらなくても、その中に組み込まれている気室に破損がある 
場合がありますので、当方にて各気室に空気を入れ漏れがないか、又、組み込まれた部品に異常がないかを確かめる 
作業です。　安心安全のために、年に一度はメンテナンスのご利用をおすすめします。   
　　　　　　　　　　　　　　　お問い合せ：無限電光㈱ TEL 052-807-7750  E-mail mugen@hit-air.com  

メンテナンスチェック 

表紙ー裏表紙、１～２ページ 
３～４ページ、５～６ページ 

7～8ページ、9～10ページ 

11～12ページ、13～14ページ 

15～16ページ、17～18ページ 

19～20ページ、21～22ページ 

23～24ページ、25～26ページ 

27～28ページ、29～30ページ 

31～32ページ、33～34ページ 

表紙ー裏表紙、１～２ページ 
３～４ページ、５～６ページ 

7～8ページ、9～10ページ 

11～12ページ、13～14ページ 

15～16ページ、17～18ページ 

19～20ページ、21～22ページ 

23～24ページ、25～26ページ 

27～28ページ、29～30ページ 

31～32ページ、33～34ページ 
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11～12ページ、13～14ページ 

15～16ページ、17～18ページ 

19～20ページ、21～22ページ 

23～24ページ、25～26ページ 
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キーボックスB型システム取付け 

ベスト／キーボックスB型 

ジャケット・ベスト・一体型 
／キーボックスY型 

一体型エアバッグ／キーボックスB型 

展開時 通常時 

瞬時にエアーバッグ 
が展開します 

一定距離 

キーボール 

ワイヤータイプと違い長さを調節する 
だけの簡単なベルトタイプ 

エアバッグジャケットの使用方法 

使用前と再生後に必ずチェック！ 

ヒットエアー概要 

伸縮ワイヤーの鞍への固定接続方法 

伸縮ワイヤーの長さ調節 

乗馬の際にサドルホルダーに取付けた伸縮ワイヤーのワンタッチ 
コネクターオス部とベストのワンタッチコネクターメス部と接合し 
ます。 

馬への乗り降りの際にワンタッチリリースでラクラク！ 

伸縮ワイヤー 伸縮ワイヤー 

プレスボタン 

1. 接合する際は、メス部を持ちながらオス部を挿入して下さい。 
　その際に「カチッ」と 挿入音が出るのを確認して下さい。 
　挿入音もなく不完全に挿入している場合は、外れる事があります。 
2. ワンタッチリリース(コネクター)の内側に、砂やゴミ等が入り込み、 
　挿入時に違和感がある時は、オス部とメス部のゴミ等をよく取除い 
　て下さい。 
3. オス部とメス部の挿入がうまく出来ない場合は、新しいものとお取 
　り替え下さい。 
　無理に行うと、外せなくなる事や、自然に外れる恐れがあります。 

必ず硬く結ぶ 

輪をつくり 

輪に通す 硬く結ぶ 

隙間なく ２cm以上残す 

サドルストラップ（又はサドルホルダ 
ー）のワッペン面を上にし、中央の輪 
部の上側にプロテクターチューブを 
巻き付けて長さ調節し、 余った部分 
をカットします。 

サドルストラップ 
又はサドルホルダー 

プロテクターチューブ 

プロテクターチューブに伸縮ワイヤ 
ーを通す 

プロテクターチューブから出たワイ 
ヤーをループセッターで仮留めし、 
伸縮ワイヤーの長さを調節します 

ループセッターでしっかり固定し 
余ったワイヤーの根元を硬く結び 
２cm以上残した状態でカットしま 
す、最後にワイヤー先端にキャップ 
をします。 
※結び目が無いとワイヤーが抜け 
　てエアバッグは膨らみません 

取付け完了 

伸縮ワイヤーの長さ調節方法 

馬にまたがりスタンディングの状態 
で、伸縮ワイヤーが伸びきった状態 
にして長さを決めます。(右図参照) 

胸具託鐶 
(きょうぐたっかん) 
胸具託鐶 
(きょうぐたっかん) 

胸具託鐶へ伸縮ワイヤーを直接取付るの 
はおやめ下さい。 
胸具託鐶(サドルホルダー取付け用金具) 
へ伸縮ワイヤーを直接取付けると作動の 
際に金具が破損したり、根元からはずれて 
作動しない場合があります。 

ワイヤーを 
硬く結ぶ 

取扱説明書／マニュアルPDF版 

MLV 

FR 

MC2 JV J 

KM 
SV2 LV 

H-model 

ヒットエアー エアーバッグジャケット 

エアバッグの再生方法 

従来通り

取り外したエアバッグシステム、 
カートリッジボンベ、脊髄パッド 

エアバッグ脱着時ウェア（内側） 通常時 

ワンタッチリリースの取付け方 

エアーバッグが展開しても繰り返し使用できます。 
エアーバッグ展開後にジャケットやベストなどに損傷が無ければ、CO2カートリッジボンベを交換して繰り返し使用 
する事ができます。 附属の再生用工具（セッティングボルト、六角レンチ）を使用して再生します。 

ジャケットやベストに内蔵されたエアバッグシステムを取り外していただくことで、ウェア側を洗濯することが可能です。 
（エアバッグシステムは洗濯出来ません。ウェア側の洗濯は洗濯表示に従い行って下さい。） 
エアバッグシステムは、ボタン・ファスナー・マジックテープでウェア本体に固定されていますので、それらを外していただ 
くだけでエアバッグシステムを簡単に分離することができます。 
エアバッグシステムを取り外す際に、未使用のカートリッジボンベを取り外してもエアーが漏れる心配はありません。 
（キーボールが抜けるとキーボックス内の針がボンベに刺さりエアバッグが作動する仕組みになっています） 
※一体型エアーバッグ・ハーネスタイプは取外しできません。 
※詳しくは下記のエアバッグシステム取付け・取外し方法、又は附属の取扱説明書を参照下さい 

エアバッグジャケットは繰り返し使用可能です 
落馬の際、正しく作動させ、安全性を最大限に引き出す 
ために事前に知っておいて頂くこと、守って頂くことが 
いくつかあります。 

コメント新規 

従来通り 

For your safety, peace of mind and  
correct use of your airbag jacket.  
 

hit-air manual 
Using airbag 

Be sure to read this page before  
using and after re-assembling  

the Hit-Air. 

・If there is no hole - it is an unused cartridge to be installed in the key box for use. 

・If there is a hole at its bottom, it is an used/empty one and not usable.  
              Replace it with a new one. 

Setting bolt 

▶Buckle type Coiled Wire, Coiled Wire-2(Belt type) 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

Slide cover 

１. A CO2 cartridge of the right size  
      for the model is installed. 
２. Sealed properly  
      (No damage to the seal) 

3. The red slide cover is lifted to  
     the “unlocked”(up) position. 
4. Is there any deterioration of the  
     wire loop or the coiled wire?  
5. A screw hole at the bottom of  
     the key box is visible. 

6. A Coiled Wire is set properly. 

Munual/PDF 

KeyBox B-type 

KeyBox B-type 

KeyBox Y-type 

KeyBox Y-type 

KeyBox B-type 

Model：MC2, MC, JV, JS, D, J, etc 

Model/Vest：KM etc 
Model/Jacket：FFE, FR, FR2 etc 
Model/All-in-one airbag Harness：SV, SV2, LV etc 

Model/All-in-one airbag Harness: MLV, H-model, SKV, etc 

Model : MC2, MC, JV, JS, J, D, etc 

Model : KM, FFE, FR, FR2 

ヒットエアー購入時に附属されている取扱説明書です。紛失された方は、マニュアルＰＤＦ版をご利用ください。 

Front-Back cover, １-２p 
３-４p, ５-６p 

7-8p, 9-10p 

11-12p, 13-14p 

15-16p, 17-18p 

19-20, 21-22p 

23-24p, 25-26p 

27-28p, 29-30p 

31-32p, 33-34p 

Front-Back cover, １-２p 
３-４p, ５-６p 

7-8p, 9-10p 

11-12p, 13-14p 

15-16p, 17-18p 

19-20, 21-22p 

23-24p, 25-26p 

27-28p, 29-30p 

31-32p, 33-34p 

Vest : KeyBox B-type 

Vest, Jacket, All-in-one 
 : KeyBox Y-type 

All-in-one : KeyBox B-type 

After Before 

The airbag  
deploys instantly. 

Activation 
Distance 

Key Ball 

Easy to adjust its length  
with the belt and easy to  
attach to the right place. 

Using Airbag 

General Information 

Attaching Coiled Wire to Saddle 

馬への乗り降りの際にワンタッチリリースでラクラク！ 

Manual/PDF 

MLV 

FR 

MC2 JV J 

KM 
SV2 LV 

H-model 

ヒットエアー エアーバッグジャケット 

How to Re-assemble 

従来通り

Before 

Using One-touch Release 

Airbag is reusable repeatedly after the deployment by replacing a CO2 cartridge,  
if there is no wear and tear on the jacket/vest. 

The outer jacket or vest only can be washed after the airbag system is removed. 
(The airbag system should not be washed) 
As the airbag system is simply fastened to the jacket by means of buttons, fasteners and/or Velcro,  
it can be removed easily by unfastening them. 
The gas will not leak out of the unused gas cartridge, even if it is removed from the airbag system at  
the same time (If/when the key ball comes out of the key box, a needle in the key box punctures the  
seal of the gas cartridge to inflate the airbag system) 
*See User's Guide in detail. 
*Harness type Hit-Air (all-in-one airbag) cannot be dismantled. 

エアバッグジャケットは繰り返し使用可能です 
落馬の際、正しく作動させ、安全性を最大限に引き出す 
ために事前に知っておいて頂くこと、守って頂くことが 
いくつかあります。 

A CO2 cartridge with a hole at its bottom is unusable. 
 

Make sure that the red slide cover is not in the 
 “locked(down)”position andthe key ball is not  
set as yet.  The red slide cover is a tool to  
confirm that the key ball is set properly during  
the course of re-assembling.  It should always  
be in the “unlocked(up)” position except during  
the course of  re-assembling. 
 

The Hit-Air will not be activated if the setting bolt remains in the key box.   
Make sure that the setting bolt is removed from the key box before using  
the Hit-Air. 

The size (capacity) of the cartridge varies from model to model. 
Make sure that the size(capacity) shown on the seal attached to the  
CO2 cartridge and that shown at the back of the key box cover are  
the same. (Some model has no size label attached) 

http://www.hit-air.com“Replacement gas cartridge list” 

*A description of the size label varies  
   from model to model. 

A CO2 cartridge with no hole at its bottom is usable. 

The activation while the red slide cover is in the “locked(down)” 
position, may cause damage or a malfunction to the Hit-Air. 
 
 

Without a knot, the wire may come off the Hit-Air at its activation and the airbag will not inflate. 
If cracks, peelings, burns or wear is found or the Kevlar cord’s inner core becomes visible, replace  
it immediately.  
 

If a CO2 cartridge is screwed into the key box  
loosely, it may cause a malfunction. 

Make sure that the setting bolt has been removed from the  
key box.The setting bolt is a tool to be used for setting the  
key ball into the hole of the key box for re-assembling. 

*An unused cartridge is to be installed in accordance with  
  “Re-assembling Key Box”. 

Tie a knot tightly to fix a coiled wire to the saddle, A knot works as the stopper to  
prevent the wire coming off when the Hit-Air is activated.  

If the CO2 cartridge and the key box are not sealed or if the seal attached  
is torn at the time of the purchase of a new product, remove the cartridge  
and make sure that there is no hole at its bottom (at the screw end) 

The right size (capacity)cartridge for the model is installed. 
A CO2 cartridge is tightly screwed into the key box. 
An used/empty cartridge should not be installed. 

A CO2 cartridge of the right size (capacity) for  
the model is installed. 

CO2 gass cartridge 

Key Box 

Key Ball 

A screw hole at the bottom of the key box is visible. 

A Coiled Wire is set properly. 

Connect the male connector at the end of the coiled wire attached  
to the saddle with the female connector attached to the key ball in  
the key box. 

1.Hold the female connector and insert the male one. 
   A clicking sound confirms that a connection has been made.  
   Pull the male connector lightly to make sure that the connection  
   has been made properly. 
2.If you have difficulty making the connection, clean the male and  
   female parts thoroughly. 
3.Change it for a new one, if the insertion cannot be made  
   properly.  Insertion by force may cause a malfunction of the  
   one-touch release. 

(The setting bolt is removed) 

Unused CO2 cartridge and the key box are properly sealed at  
the time of shipment.(*The key ball is set) 

For your safety, peace of mind and correct use of your airbag jacket,  
make sure that items      -      are confirmed before use as follows: 
 

❶  ❻ 

Be sure to read this page before using and after re-assembling the Hit-Air. 

-Unless the Hit-Air is set correctly, it may not work or may cause a malfunction. 
-Once a CO2 cartridge is activated, it cannot be used again. Remove it from the  
 key box without fail. 
-Use a Hit-Air CO2 cartridge only. Do not use any other one. 
 

Re-assembling after the activation must be done in  
accordance with “Re-assembling Key Box”. 
The key ball must be set only after the used/empty  
cartridge is removed from the key box. 

Is there any deterioration of the wire loop or the coiled wire?  
  
 

The red slide cover is lifted to the “unlocked”(up)  
position.(Only B-type) 

Caution 

Caution 

Caution 

Caution 

Caution 

Caution 

Caution 

If there are signs of wear and tear, replace it with a new one.  
We recommend you to replace it in every one or two years. 

*If sizes shown as above are not the  
same, it may cause a malfunction. 

Be sure to tie a  
knot tightly. 

Sealed properly (No damage to the seal) 
*No seal is attached in case re-assembling is done by yourself. 

Coiled Wire-2(Belt type) 

The correct set up to ensure maximum  
effectiveness in emergency is as follows. 

Coiled Wire 

The jacket with the Hit-Air (Shock–buffering Protection System) is to be worn as outerwear when  
horseback riding. 
It will be activated/inflated immediately after a distance from the rider to the horse exceeds the“activation distance”   
when the rider falls off or is thrown off the horse. It will be activated at the moment the key ball is pulled out from  
the key box. This causes the gas cartridge to release the CO2 gas into the air cushions to inflate them immediately.  
Inflated air cushions are designed to come between the rider’s body and objects against which the rider may strike  
after falling off or being thrown off the horse. The Hit-Air will act as a buffer to absorb the shock of impact and  
reduce the risk of  injury the rider who wears it. 
However, this does not imply or guarantee rider’s safety. 
 *If the “coiled wire” running from the “key box” to the saddle holder touches an +obstaclesuch as the rider’s body, any part of  
  the saddle, a whip or any other projecting object, there is a possibility of accidental activation within the “activation distance”  
  by a force strong enough to pull the “key ball” out of the “key box”. 
*If the rider crashes or falls down together with the horse, unless the “activation distance” isexceeded, the Hit-Air will not be  
  activated. The Hit-Air will not protect areas where the inflated air cushion does not cover. 
*If the rider wearing the Hit-Air forgets to disconnect the “one-touch release” and goes away from the horse farther than the  
  “activation distance”, a force of approximately 30kg-35kg may activate and inflate the Hit-Air.  
  Connect or disconnect the “one-touch release” while you are on the horse. 
*Keep open flames and cigarettes away from the jacket with the Hit-Air as holes or tears caused by them will prevent its  
  function.Keep and use at temperatures below 40℃/104℉ as the gas cartridge may burst at a high temperature. 
*Once a gas cartridge is used, it cannot be used again. Buy a new one from an authorized dealer. 
*The jacket with the Hit-Air is to be used for the rider’s safety when riding a horse and not for any other purpose. 
*Remove sharp on pointed objects such as pins or pens from the jacket with the Hit-Air or from the underwear before  
  wearing. They may damage the air cushion before or at the time of the activation and prevent the function of the Hit-Air. 
*To avoid any damage to the airbag, do not prick a needle or sew emblems or iron on the jacket with the Hit-Air. 
  Consult with an authorize dealer where to sew an emblem. 
*Don’t wash a Hit-Air inner system.  Remove it from the vest or jacket and wash the vest or jacket only.       

Press button PUSH 

PUSH Female Male Click! 
Connecting  
sound 

Coiled Wire Coiled Wire 

It will be activated  
when the key ball  
comes out. 

END 

Saddle strap  
or Grab Strap 

Protector tube 

Coiled wire Pass a coiled wire through  
the protector tube. 

Temporarily fix the coiled wire  
outside the protector tube in  
the loop setter and adjust its  
length. 

Fix the coiled wire firmly in  
the loop setter, tie a knot in its  
end and cut off the excess,  
leaving morethan 2cm (0.8  
inch) of extra length and  
put a cap on the cut end. 

How to fix a Coiled Wire 

Turn the emblem of the  
saddle strap (or Grab Strap)  
up, wind a protector tube  
around the upper side of the  
center of the saddle strap  
and cut the excess tube. 

Stand up on the stirrups to  
make the coiled wire fully  
stretched to determine the  
optimum length of the  
coiled wire. 

How to adjust the length of a coiled wire. 

Tighten firmly with a  
      wing screw.              

Leave  
more than  
2cm(0.8inch) 

Cap 

Knot the  
wire tightly. 

1. Form a loop 
2. Pass a wire  
through the  
loop. 

3. Knot tightly 

Closely 
Leave more than  
2cm (0.8inch) 

Be sure to tie a knot 

Metal fitting for the  
saddle holder  

Caution 

Don’t fix a coiled wire directly to metal  
fittings for the grab strap which may be  
broken ormay come off and the system  
may not activate. 

General Information 

Wing screw 
Loop setter 

Put wires in  
grooves. 

The removed  
airbag system. 
 

The inside of the jacket after  
the airbag is removed. 

How to dismantle the Hit-Air inner system 

How to dismantle the Hit-Air inner system 

Dismantling and Assembling of Hit-Air inner system  

How to assemble (the reverse of dismantling) 

How to assemble (the reverse of dismantling) 

Front-Back cover, １-２p 
３-４p, ５-６p 

7-8p, 9-10p 

11-12p, 13-14p 

15-16p, 17-18p 

19-20, 21-22p 

23-24p, 25-26p 

27-28p, 29-30p 

Using Airbag 

Attaching Coiled Wire to Saddle 

Using One-touch Release 

How to fix a Coiled Wire 

How to Re-assemble 

How to remove the airbag 

How to dismantle(Key Box B-type) 

How to assemble(Key Box B-type) 

How to dismantle(Key Box Y-type) 

How to assemble(Key Box Y-type) 

長い 

短すぎる 

Long 

Short 

伸縮ワイヤーが伸びきった状態 

座った状態で、伸縮部が伸びきった状態 
はダメ。 

スタンディングし伸縮部にゆとりやたるみ、 
余裕がある状態はダメ。 

Standing with a slack wire.     

Standing up with a stretched wire.    

Sitting or half crouching with a  
stretched wire.    

Saddle strap

Saddle strap

Pass the loop side of the bungee 
lanyard/coiled wire to the center 
loop of the saddle strap.

The badge 
is upper part.

The badge 
is upper part.

Pull the buckle side of the bungee 
lanyard/coiled wire until the other 
side’s loop is tightly fastened to 
the saddle strap.

Pass the buckle side of the 
bungee lanyard/coiled wire 
to the other side’s loop.

Coiled Wire

Bungee Lanyard

Bungee Lanyard

Coiled WireHow to fix to 
the Saddle Strap.
How to fix to 
the Saddle Strap.

サドルストラップ
両端がループ状
で鐙革託鐶に
掛けられます

サドルストラップのワッペン面を上
にし、中央の輪部に伸縮ワイヤー
の輪部を通す

ワッペン面
を上にする

サドルストラップ
両端がループ状
で鐙革託鐶に
掛けられます

ワッペン面
を上にする

伸縮ワイヤーの輪に先端
から通す

伸縮ワイヤーの輪にゆとりが
なくなるまで締める

伸縮ワイヤー

伸縮ワイヤー2

伸縮ワイヤーサドルストラップへの
装着方法
サドルストラップへの
装着方法

伸縮ワイヤー2


